
21 － 31
12 － 26
21 － 28
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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 12 0 6 0 2 ◎ 4 26 2 9 2 4
5 5 0 2 1 2 5 0 0 0 0 0

○ 6 4 0 2 0 3 ○ 6 4 0 2 0 3
○ 7 22 2 8 0 4 7 0 0 0 0 0
8 4 0 2 0 0 8 0 0 0 0 0

○ 9 19 0 8 3 3 9 0 0 0 0 0
○ 10 5 0 1 3 1 10 2 0 1 0 0
11 0 0 0 0 0 ○ 11 20 1 6 5 1
○ 12 0 0 0 0 1 ○ 12 25 0 12 1 3
13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 ○ 14 34 2 10 8 2
15 2 0 1 0 3 15 0 0 0 0 0
16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0
17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0
18 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0

73 2 30 7 111 5 40 16
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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 福岡県同士でライバル対決の決勝戦。スピードとパワーに勝る福岡第一が粘る福大大濠を終始リードして、3年ぶりの優勝を
果たした。
　第1Ｐ、互いにハーフコートマンツーマンでスタート。福岡第一は＃14並里と＃12熊吉のコンビプレイで先制し1分過ぎに4
対0とする。福大大濠はたまらずタイムアウトをとるが流れは変わらず、＃12熊吉のインサイドプレイや速攻等で着実に加点
する。一方、福大大濠も＃12大塚、＃7山口、＃4松谷の外角シュートで対抗するが、インサイドを攻めきれず得点が伸びず、
21対31で終了する。
　第2Ｐ、福大大濠は攻守にわたりインサイドを福岡第一の＃12熊吉と＃11早川に支配され、4分過ぎまで無得点が続く。その
間、福岡第一は＃14並里の変幻自在なドリブルと＃12熊吉のインサイドプレイや速攻等でバランスよく加点し、33対57と24点
の大量リードを奪い前半を終了する。
　第3Ｐ、巻き返したい福大大濠は、福岡第一に支配されてきたゴール下で＃９久保田が粘りをみせ得点するが、福岡第一は
＃12熊吉、＃14並里の1対1で着実に得点を伸ばし54対81とリードを広げ終了する。
　第4Ｐ、開始早々、福大大濠は＃7山口の連続得点で追い上げを図るも、福岡第一＃14並里の個人技に翻弄され、最後までリ
ズムに乗れず、73対113でタイムアップ。
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